　金沢もてなしの伝統文化資産保存活用奨励金交付要綱を次のように定める。
　　平成22年９月27日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢市長　山　出　　　保
金沢もてなしの伝統文化資産保存活用奨励金交付要綱
（趣旨）
第１条　この要綱は、金沢固有の風情、情緒及びEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たたず),佇)まいが息づき、藩政期に由来する金沢固有の文化が映し出された文化的景観を形成する要素の一つとなっている料亭及び和風旅館（以下「料亭等」という。）を、金沢もてなしの伝統文化資産（以下「伝統文化資産」という。）として保存し、かつ、活用していくため、料亭等を営む者に対する奨励金の交付に関し、必要な事項を定めるものとする。

（用語の意義）

第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

(1) 料亭　和風設備の客席を設け、加賀料理その他の金沢の伝統的料理を提供し、客に遊興又は飲食をさせることを主たる業務としている店舗で、長年にわたり地域に密着し、かつ、本市の和の文化に触れることができると認めるものをいう。
(2) 和風旅館　旅館業法（昭和23年法律第138号）第２条第３項に規定する旅館営業を営むための施設のうち、全客室数に対する和室である客室数の割合が２分の１を超え、かつ、和風設備の客席を設けている施設をいう。

(3) 文化的景観　文化財保護法（昭和25年法律第214号）第２条第１項第５号に規定する景観地をいう。
(4) 文化的景観区域　金沢市における美しい景観のまちづくりに関する条例（平成21年条例第４号）第９条に規定する景観計画に定める文化的景観区域をいう。
(5) 料亭改修事業　金沢の料亭改修事業補助金交付要綱（平成20年９月１日決裁）第２条第３項に規定する改修工事をいう。

（伝統文化資産）
第３条　伝統文化資産として認定を受けることができる料亭等は、次の各号のいずれにも該当する料亭等で、市長が適当と認めるものとする。

　(1) 文化的景観区域内で営まれていること。
  (2) 文化的景観区域内での営業期間が連続して100年（当該料亭等が戦前の和風建築である場合にあっては、30年）以上であること。

  (3) 料理人を雇用し、その料理人が調理した日本料理を客に提供していること。
  (4) 歴史的な価値が高いと認められる建築物、庭園、文献又は美術品を所有していること。
（認定申請）

第４条　料亭等を営む者は、前条の認定を受けようとするときは、金沢もてなしの伝統文化資産認定申請書（様式第１号）により、市長に申請しなければならない。
（伝統文化資産の認定）

第５条　市長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査し、第18条に規定する金沢もてなしの伝統文化資産認定審査会の意見を聴いて認定の可否を決定し、その結果を当該申請をした者に通知するとともに、当該認定をした者に認定証を交付するものとする。

（伝統文化資産の保存及び活用）

第６条　伝統文化資産として認定を受けた料亭等を営む者（以下「保存活用事業者」という。）は、この要綱の規定に従い、伝統文化資産を適切に管理し、保存し、かつ、活用に努めるものとする。
（実地調査等）

第７条　市長は、保存活用事業者に対し、伝統文化資産の管理についての説明を求め、必要に応じて実地調査を行うことができる。

２　市長は、前項の規定による調査の結果、伝統文化資産の管理が不適切であると認めるときは、必要な措置を講ずるよう助言、指導又は勧告を行うものとする。
（事業の廃止及び所有者等の変更）

第８条　保存活用事業者は、経営の不振その他の都合により、伝統文化資産としての認定を受けた料亭等の経営に係る事業の継続が困難になったときは、その旨を速やかに市長に届け出なければならない。

２　保存活用事業者に変更があったときは、変更後の保存活用事業者は、その旨を変更後10日以内に市長に届け出るものとする。

３　保存活用事業者は、その氏名若しくは名称又は住所を変更したときは、その旨を10日以内に市長に届け出るものとする。

（現状変更の届出）

第９条　保存活用事業者は、伝統文化資産についての現状に変更を生じる場合は、金沢もてなしの伝統文化資産現状変更届出書（様式第２号）を、当該行為がなされる日の30日前までに市長に届け出なければならない。ただし、事故、災害等の理由により、現状に変更を生じることとなった場合は、その日から30日以内に届け出るものとする。
（認定の取消し）

第10条　市長は、伝統文化資産の現状に重大な変更が生じた場合その他特別な事由のある場合は、第18条に規定する金沢もてなしの伝統文化資産認定審査会の意見を聴き、その認定を取り消すことができる。

２　市長は、前項の規定により認定を取り消したときは、保存活用事業者にその旨を通知するものとする。

３　前項の規定による通知を受けた保存活用事業者は、30日以内に認定証を市長に返還するものとする。

（奨励金の交付）

第11条 市長は、伝統文化資産の保存及び活用を図るため、保存活用事業者に対し、毎年度予算の範囲内で奨励金を交付する。

２　奨励金の額は、別表の左欄に掲げる区分に応じ、それぞれ同表の右欄に定める奨励金の額を合算した額とする。　

（交付の申請）

第12条　奨励金の交付を受けようとする保存活用事業者は、金沢もてなしの伝統文化資産保存活用奨励金申請書（様式第３号）に、市長が必要があると認める書類を添付して市長に申請しなければならない。

（交付の決定）

第13条　市長は、前条の規定による申請があったときは、速やかに奨励金の交付の可否を決定し、その結果を当該申請をした者に通知するものとする。

（交付の時期）

第14条　市長は、奨励金を交付する旨の決定を受けた者の請求により、市長が定める時期に奨励金を交付するものとする。

（交付の決定の取消し等）

第15条　市長は、奨励金の交付の決定を受けた者又は奨励金の交付を受けた者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、奨励金の交付の決定を取り消し、又は奨励金の全部若しくは一部の返還を命ずることができる。

(1) 偽りその他不正な手段により奨励金の交付の決定を受けたとき、又は奨励金の交付を受けたとき。
(2) 法令違反その他の不適当な行為があったとき。
(3) 第８条第１項若しくは第２項又は第９条の規定による届出があったとき。

(4) 第10条の規定による認定の取消しがあったとき。

(5) その他奨励金を交付することが不適当であるとき。

（適用除外）

第16条　市長は、市税を滞納している者に対しては、奨励金を交付しない。

　（報告）

第17条　市長は、奨励金の交付を受けた者から、翌年度の４月30日までに、伝統文化資産の保存及び活用に関する取組についての報告を求めることができる。
（金沢もてなしの伝統文化資産認定審査会）

第18条　伝統文化資産が持つ金沢固有の文化的景観を形成する要素としての価値を維持するため、金沢もてなしの伝統文化資産認定審査会（以下「審査会」という。）を置く。

（審査会の任務）

第19条　審査会は、この要綱に規定する事項、その他の伝統文化資産の保存及び活用に関する事項について市長の諮問に応ずるほか、伝統文化資産の保存及び活用に関し、市長に意見を述べることができる。
（組織等）
第20条　審査会は、委員５人以内で組織する。

２　委員は、歴史的建造物、食文化又は民俗文化財に関し専門的知識を有する者等のうちから、市長が委嘱し、又は任命する。

３　委員の任期は、２年とする。ただし、委員に欠員を生じた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

４　審査会に、会長を置き、委員の互選によりこれを定める。

５　会長は、会務を総理し、審査会を代表する。

６　会長に事故があるときは、会長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。
（雑則）

第21条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

附　則

この要綱は、平成22年10月１日から施行する。

別表（第11条関係）
	区　　　　　　　　　　　　分
	奨励金の額

	歴史的な価値の

高い建物を所有

する料亭等
	営業用の部分の延床面積が1,000㎡以上の施設
	年額50万円

	
	上記以外の施設
	年額25万円

	歴史的な価値の高い庭園を所有
する料亭等
	庭園の面積が100㎡以上の施設
	年額50万円

	
	上記以外の施設（庭園を有する施設に限る。）
	年額25万円

	当該料亭等が雇用する従業員の数
	常時、料理人５人以上を雇用する施設
	年額50万円

	
	上記以外の施設
	年額25万円


様式第１号（第４条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　　（あて先）金沢市長
申請者　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人にあっては、主たる事務所の所在地、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称及び代表者の氏名）
金沢もてなしの伝統文化資産認定申請書

　　金沢もてなしの伝統文化資産保存活用奨励金交付要綱第３条の認定を受けたいので、同要綱第４条の規定により、次のとおり関係書類を添えて申請します。

記

　　１　施設の名称、所在地、経営者及び連絡先

２　施設で行われている事業の概要

３　施設の構造及び料理の概要
様式第２号（第９条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　　（あて先）金沢市長
届出者　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人にあっては、主たる事務所の所在地、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称及び代表者の氏名）
金沢もてなしの伝統文化資産現状変更届出書

　　金沢もてなしの伝統文化資産保存活用奨励金交付要綱第９条の規定により、現状変更について、次のとおり関係書類を添えて届け出ます。

記

　　１　施設の名称
２　現状変更の内容
３　現状変更の理由
様式第３号（第12条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　　（あて先）金沢市長
申請者　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人にあっては、主たる事務所の所在地、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称及び代表者の氏名）
金沢もてなしの伝統文化資産保存活用奨励金交付申請書

　　金沢もてなしの伝統文化資産保存活用奨励金交付要綱第12条の規定により、次のとおり関係書類を添えて、奨励金の交付を申請します。
　　１　施設の名称
　　２　交付申請額　　　　　　　　　　　　　　円

　　３　申請額の内訳　
	区　　　　　　　　　　分
	金　　額

	建物
	営業用の延床面積（　　　　　　　　）㎡
	円

	庭園
	庭園の面積 　　 （　　　　　　　　）㎡
	円

	従業員
	料理人の人数　　（　　　　　　　　）人
	円

	合　　　計
	円


　　４　保存・活用の取組

　　５　添付書類
